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Ｉ調査目的

太平洋中区における沿岸漁業振興のため，裁培漁業の事業化を目標として，主要水産生物の

生活環及び分布生態等を明らかにし，種苗放流による生産増の可能性，適正放流種,放流種苗

の特性及び放流海域等を究明するための基礎資料を得ることを目的とする。

Ｈ調査対象魚種および海域

「マダイ」「イシダイ」「インガキダイ」に関して，伊豆諸島海域について凋査する。

宮

イト
Ｍ調査の方法および結果

１．調査の方法

１）若令期時代における生息環境

幼魚の生息が確認されている新島前浜の藻場（通称アカミ湯）にて，潜水による目視観

察と地曳網（６人前後で曳ける，目合１４節），ケタ網，ト.（波）等を用い生息場の解明

と幼魚の捕獲を試みた。また,前浜隣接地域の岩礁地帯の藻場にて蚊張（市販，４畳半用）

をかぶせて，坪刈を行い，それぞれ採集した個体は船上にて１０冊ホルマリン固定を行い，

分場に持ち帰り計測を行った。

２）発育段階別の分布生態

（１）成魚の生息環境調査

マダイの主漁場である新島近海にて，底質および底生生物の採集を熊田式採泥器を用

いて行った。採集した標本は直ちに１０冊ホルマリン液に浸漬して持ち帰り，底生生物，

生物遺骸を選別の後，筋別法による粒度分析を行った。

水温，塩素員については大島分場が１９６３年より行っている沿岸定線観測の結果の

うち新島近海を代表すると考えられる定点Ｔ０，Ｔ１ｏを用し､検討した。

（２）漁獲物調査

標本船等により漁獲されたマダイを計測すると共に，混獲魚についても併せ検討した。

（３）移動調査

茨奴県大洗よりチダイを購入運搬し，冷凍ムロアゾおよび配合飼料により波浮港内で

網生賓により飼育し放流した。

（４）年令と成長

年令形質として鱗を用いた。輪紋の読み取りに使用した鱗は胸鰭直下付近のものを５
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～１０枚採り常法により鱗径および輪紋長の測定を行い，年令と成長の試算を行った。

（５）体重と尾叉長の関係

大鳥産と新島産のマダイについて体重と尾叉長の関係を求めた。

3）産卵親魚の分布生態

入手した成魚について尾叉長，体重，生殖腺重量を測定し，生殖腺熱度指数ＧＩ＝

（ＧＷ／ＢＷ－ＧＷ）×１０３を求め検討した。また，一部についてはﾛ罐を洞|淀すると

共に切片標本を作成した。

4）発育段階別食物環

各種調査にて入手した個体について消化管内容物の調査を実施した。

Ｐ

，

合
￣

調査結果

）苫今期時代における生息環境銅１５(調査によるとマダイの６ｃｍ未満の幼魚の生息場

は不明であるが６～’０ｃｍの幼魚I工地内島（下和田）．鼻戸崎，和田浜（図’参照）の

水深３～10ｍの場所で６月から７月中旬頃に地曳網，建切網にて混獲されている。そこ

で他海域で幼魚が生息する藻場に相当する場所として和田浜北方の大磯を選定し，藻

場の調杳を尖施した。

２

大磯藻場は水深１５～２ｍで，アカ

が主体であり，海底はサザエ，トコプン

藻内の生物は表１に示す通り

ＡｍｐｈｉｐｏｄａＰｏｌｙｃｈｅａｔａ

Ｎｅｍｅｒｔｉｎｉ，Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ

が大部分であった。他Ｉｓｏｐｏｄａ，

Ｍｙｓｉｄａｃｅａ，Ｃｕｍａｃｅａ，Ｐｙｃ－

ｎｏｇｏｎｉｄａ，Ｎｅｍａｔｏｄａ，

Ｓｉｐｕｎｃｕｌｏｉｄａ，Ｏｐｈｉｕｒｏｉｄｅａ，

Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａが見られた。

その重量比によるとＧａｓｔｒｏｐｏｄａ

36.896とAmphypoda42､2冊

（うち８冊はＣａｐｒｅｌｌａＳＰ）

が大部分を占めた。

Ｐ

ヴ

へ

図１新島におけるマダイ幼魚の生息;域
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表１藻内の生物

１ｍｍ目以下

１５７６

２４

Ｏｒｄ．、ａｍｅ

Ａｍｐｈｙｐｏｄａ

ｌｓｏｐｏｄａ

Ｍｙｓｉｄａｃｅａ

Ｃｕｍａｃｅａ

(端脚目） １３７５

(等脚目） １３

（アミ目） ５

‘
（クマ目） ３

（ウミグモ網）

(多毛綱）

(紐形動物）

(線虫綱）

１６
Ｐｙｃｎｏｇｏｎｉｄａ

イテ

皿－８

７５
Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

Ｎｅｍｅｒｔｉｎｉ ４３

３
Ｎｅｍａｔｏｄａ

(星虫目）

(蛇尾類）

１１
Ｓｉｐｕｎｃｕｌｏｉｄａ

Ｏｐｈｉｕｒｏｉｄｅａ

Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａ

Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ

３

印
一
団

足
一
足

蠕
一
腹

５

１７９

注）１ｍｍ目ふるいにて選別後同定（単位，個体数）

、

０ 5０ 100月「
６

Ｐ

図２藻内生吻の出現割合（重量比）

囲
繍 ＧａｓｔｒｏｐｏｄａＡ･Ａｍｐｈｙｐｏｄａ Ｐ･Ｐｙｃｎｏｇｏｎｉｄａ

Ｚ・ＯｔｈｅｒｓＰｏｌｙｃｈａｅｔａ ＬＩｓｏｐｏｄａ

Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａ Ｏ･Ｎｅｍｅ「ｔｉｎｉ

また，，l､魚は藻のまわりにはかなり見られたが，藻内には認められなかった。岩場の藻

場での調査は地形上概況上連続調査が困難であるため調査の主点を以下に述べるいわゆる

前浜アカミ場に移行した。

－３－
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アカミ場は船上より見るとその部分が赤色に見えるためこのように呼ばれているが，水

深１～３ｍの砂地の海底に低い根石が点在し草丈５０ｃｍ前後のタンバノリ等の紅藻類を

主体に海藻類がこの部分のみ繁茂している。海藻類は４月の調査では表２に示す通り紅藻

類２６種，褐藻類７種，緑藻類４種であった。

表２新島前浜アカミ場の海藻相 P

藻 類紅

序
ＧｅｌｉｄｉｕｍａｍａｎｓｉｉＬＡＭＯＵＲＯＵＸ

ＰｔｅｒｏｃｌａｄｉａｔｅｎｕｉｓＯＫＡＭＵＲＡ

く

サ
サ
キ

ク
ト

ク

バ
ン

マ
オ

キ

ＣａｒｐｏｐｅＩｔｉｓａｎｇｕｓｔａＯＫＡＭＵＲＡ

ＣａｒｐｏｐｅｌｔｉｓｃｒｓｐａｔａＯＫＡＭＵＲＡ

ＰｒｉｏｎｉｔｉｓｐａｔｅｎｓＯＫＡＭＵＲＡ

ＧｒａｔｅｌｏｕｐｉａｅＩＩｉｐｔｉｃａＨＯＬＭＥＳ

ＧｒａｔｅｌｏｕｐｉａｏｋａｍｕｒａｉＹＡＭＡＤＡ

ＣａＩｌｏｐｈｙｌＩｉｓｊａｐｏｎｉｃａＯＫＡＭＵＲＡ

ＬａｕｒｅｎｃｉａｕｎｄｕｌａｔａＹＡＭＡＤＡ

ＬａｕｒｅｎｃｉａｏｋａｍｕｒａｉＹＡＭＡＤＡ

ＬａｕｒｅｎｃｉａｉｎｔｅｒｍｅｄｉａＹＡＭＡＤＡ

ＣｏｎｄｒｉａｃｒａｓｓｉｃａｕＩｉｓＨＥＲＶＢＹ

トサカマツ

ヒラキン卜キ

クン（ノリ

キヨウノヒモ

ホソパノトサカモドキ

コプソゾ

ミツデソゾ

ク･ﾛソゾ

ユ ナ

エゴノリ

カギウスバノリ

ンキンノリ

スギノリ

カイノリ

トゲツノマタ

カギイバラノリ

ドサカノリ

ヒメユカリ

マソバノリ

枡

ＣａｍｐｙｌａｅｐｈｏｒａｈｙｐｎａｅｏｉｄｅｓＪ・ＡＧＡＲＤＨ

ＡｃｒｏｓｏｒｉｕｍｕｎｃｉｎａｔｕｍＫＹＬＩＮ

ＧｉｇａｒｔｉｎａｔｅｅｄｉｉＬＡＭＯＵＲＯＵＸ

ＧｉｇａｒｔｉｎａｔｅｎｅＩｌａＨＡＲＶＥＹ

ＧｉｇａｒｔｉｎａｉｎｔｅｒｍｅｄｉａＳＵＲＩＮＧＡＥ

ＣｈｏｎｄｍｓａｒｍａｔｕｓＯＫＡＭＵＲＡ

ＨｙｐｎｅａｊａｐｏｎｉｃａＴＡＮＡＫＡ

ＭｅｒｉｓｌｏｔｈｅｃａｐａｐｕｌｏｓａＪ・ＡＧＡＲＤＨ

ＰｌｏｃａｍｕｍｏｖｉｔｏｒｍｅＯＫＡＭＵＲＡ

ＳａｒｃｏｄｉａｃｅｙｌａｎｉｃａＨＡＲＶＢＹ

●

￣
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藻 類紅

」ｏｘａＯＫＡＭＵＨ

藻 類隅Ｇ

「
Ｊ

Ｆ
」

r１

ＬＪｊａｄ

寸佇
ＤｔｏｄｉｃｂｏｔｏｍｏＬＡＭＯＵＲＣ

ｍｎｌｏＤｓｉｓｒａｄｉｃｏｓａＯＫＡｍＪＲ／

藻 類緑

。［

ｍ（

］ＥｌｎｒａＬＩｌＶｍ

２

アカミ場から汀線仁か(ナて目視観察およびケタ網採集を実施したところ，４月にシラス

５月にアミ煩が非常に大量に生息していた。アミ類はＳｉｒｉｅｌｌａｌｏｎｇｉｐｅｓ（１４８個

体），Ａｃａｎｔｈｏｍｙｓｉｓｐｓｅｌｌｄｏｍｉｔｕｋｕｉｉ（２１３１個体），Ｐｒｏｎｅｏｍｙｓｉｓｓｐ（６個

体），Ｂａｔｈｙｍｙｓｉｓｓｐ（９個体）の４種であったが，特にＡｃａｎｔｈｏｍｙｓｉｓｐｓｅｕｄｏ－

ｍｉｔｕｋｕｉｉ，Ｓｉｒｉｅｌｌａｌｏｎｇｉｐｅｓが多かった。また，魚類としてカゴカキダイ（１８），

ムソ（３），テンポウインモチ(1)の幼魚やイカ幼生（種不詳１０）がケタ網で採集された。

この場所ではシラス，アミ等を摂餌するためかマアゾ，ムソ等の幼魚が特に多く婿集して

いた。

また，この場所で４月２４日地曳網凋査を実施したところ，１回に約６５００尾の魚類が

採集された。魚種はクサフグ，ウマズラハギ等１５種であったがクサフグ，ウマズラハギ，

カワハギを除いては幼魚であり，ムツ，マアゾ，メジナ，ムギイワシが主体であった。

ざ
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なお，同じ日に鼻戸崎(間々下)アカミ場での地曳網採集では１回に１６０尾と少量であ

ったが魚種は類似していた。

地曳網で採集された魚種および体長組成は表３，図3,図４に示す通りであり，４月の地曳網

調査ではマダイ幼魚は捕獲されなかった。

なお，幼魚の捕獲は１:通虚する地曳網漁業の追跡凋査により確認された。
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以上のほかアカミ場周辺に生アサリを餌とした，ド（随）を１夜設置しておいたところ

多量のヒメスナホリムン（Ｅｘｃｉｒｏｌａｎａｃｈｉｌｔｏｎｉｊａｐｏｎｉｃａ）（等脚目）と肉食性

巻貝のオニサザエ（Ｃｈｉｃｏｒｅｕｓａｓｉａｎｎｕｓ）ミクリガイ（Ｓｉｐｈｏｎａｌｉａｃａｓｓｉｄａｒｉ－

ａｅｆｏｒｍｉｓ)・ヒメヨウラク（Ｅｒｇａｌａｔａｘｃｏｎｔｒａｃｕｔｕｓ）ムンロガイ（Ｎａｓｓａｒｉｕｓ

ｌｉｖｅｓｃｅｎｓ），ヨウパイ（Ｎａｓｓａｒｉｕｓｂａｌｔｅａｔｕｓ）等が入り，魚類は見られなかった。

従ってアカミ場内にもこれら肉食性巻貝類の生息が多いものと考えられる。

なお，この場所での水温については定地観測が行われている。

新島前浜の定地観測記録（１９４７～１９７２年の平均，９時観測）によれば最高水温は９

ヴ

Ａ『

１

「
IＴＵ

、ＣＢ

Ｎ１壱０

ヴ

へ

４６

図４地曳網による漁猶魚種の尾叉長組成

Ａ・クサフグＢ・ムツＣ・マアジＤ・ムキイワン

戸前浜、７７ﾗｦ、鼻戸崎（間々下）
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ﾏゲ

図５新島前浜定地現測（１９４７～１９７２年平均）

月上旬の２５８℃で８月上旬より９月中旬まで２５℃以上の水温が続き，また，最低水温

は２月上旬の１４，６℃で，３月上旬まで１５℃以下であった。なお，旬別水温変化を図５

に示した。

前述のように，マダイ幼魚の出現時期は６月から７月中旬であるので，この時期の水温

は２０～２４℃である。

アカミ場を漁場として行なわれている新島地曳網の操業は，夜間１９時頃に投網され約

３０分で１回の操業が完了する。漁場水深は３ｍ位，深くても５ｍ前後である。

漁獲物の主体は，４月下旬から５月上旬までがメヒカリイカ（Ｌ･］ｉｇｏｅｄｕｌｉｓ），５

月中旬から６月までヤリイカ（Ｄｏｒｙｔｅｕｔｈｉｓｂｌｅｅｋｅｒｉ）で，この２種の入網が減少す

ると操業は終了する。マダイの入網状況は４，５月に１ｋｇ以上のものが漁獲され，なかに

は親魚とみられる３～４ｋｇの個体もあり，水深３ｍ前後に夜間回遊するのは興味深い事

項である。（表４参照）

本年叉長７ｃｍ前後の幼魚の入網は６月２９日にあったが，材料が入手出来たのは表４

に示す７月１６日の７個体であり，この時は昼間地曳網（１５：００～１５：３０)である。な

お，当日の水温は６月２９日，２３．３℃，７月１６日２２．０℃であった。これら７個体の

Ｐ

且

戸

－９－



表４地曳網調査

年

時間 主たる漁獲物 マダイ入網状況

3尾（３ｋｇ，Ｌ３ｋｇｘ２）

1尾（３ｋｇ

日
一
犯
一
２
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７

メヒカリ（４０ｋｇ）１９；００～１９：３０

メヒカリ（４０ｋｇ）１９：２０～１９：５０

メヒカリ（１２ｋｇ）１９：１０～１９：４０

メヒカリ（３２ｋｇ）１９：０８～１９：３０

４尾（１ｋｇ…3,2.2...1）パ（500ｋｇ）

ロ（１７ｋｇ）

１９：１０～１９：３５

サ
ム マ

バンョウイカ（５尾）５，１３
￣

５，１９

１９：１０～１９：３０

１９；２０～２０：４５ メヒカリ（５０ｋｇ）

ヤリイカ（５０ｋｇ）

「

く

１尾（１ｋｇ）

善｣菫三二鴬
１９；２０～２０；５０ ヤリイカ（５ｋｇ）

｜
ｌ
’

１９；３５～１９：５５ ヤリイカ（３０ｋｇ）

〆ヒカリ（３０ｋｇ）

6，３ １９：３０～１９：５０

カ
リ
カ
力

7ｋｇ）

8ｋｇ）

5ｋｇ）

1ｋｇ）

ヤリイ

メヒカ

ヤリイ

パシー，ウイ

'1１９；３５～２０；006，４

2尾（４ｋｇ200,2ｋｇ）力（８０ｋｇ）

リ（１２ｋｇ）

（（９本）

１９；３０～２０：0０6，９ リイ

ヒ力

ヤ
メ
サ

ヤリイカ（４ｋｇ）

サ（（６本）

１９：３０～０１：0０６，２５

。

マダイ幼漁７尾,｣、アン（６ｋｇ）7０１６ １９：００～１５：３０

Ｃ
グ

；繍糠蜂
凸
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ａ，海底地形および底質

新島，式J根島の海底は新島北部を除くと南北に長い陸岸に沿って，水深２００ｍま

で比較的平担な陸棚となっている。特に地内島，鼻戸崎，弍恨周囲は５０ｍ以浅の海

域が広がっている。

.－.〆-.へ ．－－～－．－
qＩ

ａ■し
、

R，

■■

■■

図７新島近海，海底地形図
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新島羽伏浦地先は，ほぼ平担な陸棚が広く東方に張り出し，１００ｍ等深線は距岸

約４ｋｍ，２００ｍ等深線は距岸約８ｋｍに及び全域にわたって傾斜は緩やかで，極

端な凹凸は認められない．中心部の東西断面の傾斜は約２度で，２００ｍ等深線まで

ほぼ同様な緩い傾斜である。

新島近海のマダイ漁場を水深２０～５０ｍとすると，表６に示す通り漁場面積は

４３．５５ｋｍ２である。

表６新島，弍根島周辺の水深別の面積

〃

得（３．８Ｄｅｂ

、傍 P1

L｣

ｒ１

Ｌ」

）～ZＵ

、～５Ｃ

）～l０Ｃ

底質について粒度分析を行ったところ各地先の水深別組成は図８－１，－２に示す

通りであり，前浜側は水深５ｍ付近と２０ｍ付近では組成に著しい差はなかったが，

１０，，１５ｍ，付近では諭浜沖より黒根港沖にかげて1.0～３．３ｍｍのかなり祖砂

が認められ，和田浜では0.2～1.0ｍｍのものが多かった｡２０ｍ以深では三地区と

もに０．５～１．０ｍｍの粗砂がその中心であった。羽伏浦側では水深が深くなるに従っ

て粒子が粗くなる傾向が認められた。前浜羽伏浦側とも３．３ｍｍ以下の砂礫が殆んど

であり，５ｍ以浅では0.2～０．５ｍｍのものが多かったが，それ以下のものは少かつ

た。これらの分布図をえがくと図９に示す通りである。
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Ｉ調査目的

太平洋中区における沿岸漁業振興のため，裁培漁業の事業化を目標として，主要水産生物の

生活環及び分布生態等を明らかにし，種苗放流による生産増の可能'|生，適正放流種,放流種苗

の特性及び放流海域等を究明するための基礎資料を得ることを目的とする。

Ｈ調査対象魚種および海域

「マダイ」「インダイ」「イシガキダイ」に関して，伊豆諸島海域について調査する。

IＦ

勺少
Ｍ調査の方法および結果

１．調査の方法

１）若令期時代における生息環境

幼魚の生息が確認されている新島前浜の藻場（通称アカミ湯）にて，潜水による目視観

察と地曳網（６人前後で曳ける，目合１４節），ケタ網，ド（旗）等を用い生息場の解明

と幼魚の捕獲を試みた。また，前浜隣接地域の岩礁地帯の藻場にて蚊張（市販’４畳半用）

をかぶせて，坪刈を行い，それぞれ採集した個体は船上にて’0筋ホルマリン固定を行い,

分場に持ち帰り計測を行った。

２）発育段階別の分布生態

（１）成魚の生息環境調査

マダイの主漁場である新島近海にて，底質および底生生物の採集を熊田弍採泥器を用

いて行った。採集した標本は直ちに’0冊ホルマリン液に浸漬して持ち帰り，底生生物，

生物遺骸を選別の後，筋別法による粒度分析を行った。

水温，塩素量については大島分場が１９６３年より行っている沿岸定線観測の結果の

うち新島近海を代表すると考えられる定点Ｔ４，，０を用い検討した。

（２）漁獲物調査

標本船等により漁獲されたマダイを計測すると共に，混獲魚についても併せ検討した。

（３）移動調査

茨城県大洗よりチダイを購入運搬し冷凍ムロアゾおよび配合飼料により波浮港内で

網生費により飼育し放流した。

（４）年令と成長

年令形質として鱗を用いた。輪紋の読み取りに使用した鱗は胸鰭直下付近のものを５

’

４

，■

－１－



～１０枚探り常法により鱗径および輪紋長の測定を行い，年令と成長の試算を行った。

（５）体重と尾叉長の関係

大島産と新島産のマダイについて体重と尾叉長の関係を求めた。

3）産卵親魚の分布生態

入手した成魚について尾叉長，体重，生殖腺重量を測定し，生殖腺熱度指数ＧＩ＝

（０Ｗ／ＢＷ－ＧＷ）×１０３を求め検討した。また，－部については,雁をＩＨＩ症すると

共に切片標本を作成した。

4）発育段階別食物環

各種調査にて入手した個体について消化管内容物の調査を実施した。

調査結果

｜）苫今期時代における生息環境調取調査によるとマダイの６ｃｍ未満の幼魚の生息場

は不明であるが６～１０ｃｍの幼魚!±地内鳥（下和田），鼻戸崎，和田浜（図1参照）の

水沫３～］０ｍの場所で６月から７月中旬頃に地曳網，建切網にて混獲されている。そこ

で他海域で幼魚が生息する藻場に相当する場所として和田浜北方の大職を選定し，藻

場の調査を実施した。

Ｐ

Ｐ

く
～

ワ

大磯藻場は水深１５～２ｍで，アカ

が主体であり，海底はサザエ，トコプシ

藻内の生物は表１に示す通り

ＡｍｐｈｉｐｏｄａＰｏｌｙｃｈｅａｔａ，

Ｎｅｍｅｒｔｉｎｉ，Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ

が大部分であった。他Ｉｓｏｐｏｄａ，

Ｍｙｓｉｄａｃｅａ，Ｃｕｍａｃｅａ，Ｐｙｃ－

ｎｏｇＤｎｉｄａ，Ｎｅｍａｔｏｄａ，

Ｓｉｐｕｎｃｕｌｏｉｄａ，Ｏｐｈｉｕ「ｏｉｄｅａ，

Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａが見られた。

その重量比によるとＧａｓｔｒｏｐｏｄａ

３６．８妬とAmphypoda422筋

（うち８冊はＣａｐｒｅｌｌａＳＰ）

が大部分を占めた。

Ｐ

ａ

図１新島におけるマダイ幼魚の生息;域
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表１藻内の生物

１ｍｍ目以下

１５７６

２４

ｏｒ。、ｎａｍｅ

Ａｍｐｈｙｐｏｄａ

ｌｓｏｐｏｄａ

Ｍｙｓｉｄａｃｅａ

Ｃｕｍａｃｅａ

Ｐｙｃｎｏｇｏｎｉｄａ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

Ｎｅｍｅｒｔｉｎｉ

(端脚目） １３７５

(等脚目） １３

（アミ目） ５

庁

（クマ目）

（ウミグモ綱）

（多毛綱）

(紐形動物）

３
咽
一
布

イ保

皿－８

４３

３
Ｎｅｍａｔｏｄａ

１１
Ｓｉｐｕｎｃｕｌｏｉｄａ

Ｏｐｈｉｕｒｏｉｄｅａ

Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａ

Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ

３

即
一
印

足
一
足

５
酵
一
噸

１７９

注）１ｍｍ目ふるいにて選別後同定（単位，個体数）

け

０ ５０ 100ﾉド
６

Ｆ

図２藻内生初の出現割合（重量比）

函
繍 ＧａｓｔｒｏｐｏｄａＡ･Ａｍｐｈｙｐｏｄａ ＲＰｙｃｎｏｇｏｎｉｄａ

Ｚ･ＯｔｈｅｒｓＰｏｌｙｃｈａｅｔａ ＬＩｓｏｐｏｄａ

::::::::::::：Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａ Ｏ・Ｎｅｍｅｒｔｉｎｉ
Ｄ■●■●●●

また，，|､魚は藻のまわりにはかなり見られたが，藻内には認められなかった。岩場の藻

場での凋査は地形上侮況上連続調査が困難であるため調査の主点を以下に述べるいわゆる

前浜アカミ場に移行した。

－３－
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アカミ場は船上より見るとその部分が赤色に見えるためこのように呼ばれているが，水

深１～３ｍの砂地の海底に低い恨石が点在し草丈５０ｃｍ前後のタンバノリ等の紅藻類を

主体に海藻類がこの部分のみ繁茂している。海藻類は４月の調査では表２に示す通り紅藻

類２６種，褐藻類７種，緑藻類４種であった。

表２新島前浜アカ､場の海藻相

藻 類紅

，
ＧｅｌｉｄｉｕｍａｍａｎｓｉｉＬＡＭＯＵＲＯＵＸ

Ｐｔｅ「ｏｃＩａｄｉａｔｅｎｕｉｓＯＫＡＭＵＲＡ

ＣａｒｐｏｐｅｌｔｉｓａｎｇｕｓｔａＯＫＡＭＵＲＡ

ＣａｒｐｏｐｅＩｔｉｓｃｒｓｐａｔａＯＫＡＭＵＲＡ

ＰｒｉｏｎｉｔｉｓｐａｔｅｎｓＯＫＡＭＵＲＡ

ＧｒａｔｅｌｏｕｐｉａｅｌｌｉｐｔｉｃａＨＯＬＭＥＳ

ＧｒａｔｅｌｏｕｐｉａｏｋａｍｕｒａｉＹＡＭＡＤＡ

ＣａｌｌｏｐｈｙｌＩｉｓｊａｐｏｎｉｃａＯＫＡＭＵＲＡ

ＬａｕｒｅｎｃｉａｕｎｄｕｌａｔａＹＡＭＡＤＡ

Ｌａｕｒｅｎｃｉａｏｋａｍｕ「ａｉＹＡＭＡＤＡ

ＬａｕｒｅｎｃｉａｉｎｔｅｒｍｅｄｉａＹＡＭＡＤＡ

ＣｏｎｄｒｉａｃｒａｓｓｉｃａｕｌｉｓＨＢＲＶＥＹ

く

サ
サ
キ

ク
ト

ク

パ
ン

マ
オ
｜
キ

トサカマツ

ヒラキントキ

クン（ノリ

キヨウノヒモ

ホソバノトサカモドキ

コプソゾ

ミツデソゾ

クロソゾ

ユ ナ

エゴノリ

カギウスバノリ

ンキンノリ

スギノリ

カイノリ

トゲソノマタ

カギイバラノリ

ドサカノリ

ヒメユカリ

マソバノリ

？

ＣａｍｐｙｌａｅｐｈｏｒａｈｙｐｎａｅｏｉｄｅｓＪ･ＡＧＡＲＤＨ

ＡｃｒｏｓｏｒｉｕｍｕｎｃｉｎａｔｍｎＫＹＬＩＮ

ＧｉｇａｒｔｉｎａｔｅｅｄｉｉＬＡＭＯＵＲＯＵＸ

ＧｉｇａｒｔｉｎａｔｅｎｅＩｌａＨＡＲＶＢＹ

ＧｉｇａｒｔｉｎａｉｎｔｅｒｍｅｄｉａＳＵＲＩＮＧＡＥ

ＣｈｏｎｄｒｕｓａｎｎａｔｕｓＯＫＡＭＵＲＡ

ＨｙｐｎｅａｊａｐｏｎｊｃａＴＡＮＡＫＡ

ＭｅｒｉｓｔｏｔｈｅｃａｐａｐｕｌｏｓａＪ、ＡＧＡＲＤＨ

ＰｌｏｃａｍｕｍｏｖｉｔｏｒｍｅＯＫＡＭＵＲＡ

ＳａｒｃｏｄｉａｃｅｙｌａｎｉｃａＨＡＲＶＥＹ

占・

■■

－４－



類藻紅

jｏｘａＯＫＡＭＵＲｊ

3ＯＥＦrＤＦ

類藻禍＆
し

ＤＫＡＭＵＲノ）ｉｃｔｖｏＵ

イテ
ＩＣr〕Ｏ１ＣｎＯＬＯＩＩｌＣ

Tｍ

oＫＭＵＨｎｎｌｏＤＳｌＳｒａＣ

類藻緑

①［

ＯＫＡＭＵＲｊ。YＴｌＯｒＤｎＥｌＳＩｊ

］刻ＤＴａＣｍＶＥ

Ｐ

アカミ場から汀線仁かIナて目視観察およびケタ網採集を実施したところ，４月にシラス

５月にアミ類が非常に大量に生息していた。アミ類はＳｉｒｉｅｌｌａｌｏｎｇｉｐｅｓ（１４８個

体），Ａｃａｎｔｈｏｍｙｓｉｓｐｓｅｉｊｄｏｍｉｔｕｋｕｉｉ（２１３１個体），Ｐｒｏｎｅｏｍｙｓｉｓｓｐ（６個

体），Ｂａｔｈｙｍｙｓｉｓｓｐ（９個体）の４種であったが，特にＡｃａｎｔｈｏｍｙｓｉｓｐｓｅｕｄｏ－

ｍｉｔｕｋｕｉｉ，Ｓｉｒｉｅｌｌａｌｏｎｇｉｐｅｓが多かった。また，魚類としてカゴカキダイ（１８），

ムツ（３），テンポウインモチ(1)の幼魚やイカ幼生（種不詳１０）がケタ網で採集された。

この場所ではシラス，アミ等を摂餌するためかマアゾ，ムツ等の幼魚が特に多く婿集して

いた。

また，この場所で４月２４日地曳網調査を実施したところ，１回に約６５００尾の魚類が

採集された。魚種はクサフグ，ウマズラハギ等１５種であったがクサフグ，ウマズラハギ，

カワハギを除いては幼魚であり，ムツ，マアゾ，メジナ，ムギイワンが主体であった。

召

戸
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なお，同じ日に鼻戸崎(間々下)アカミ場での地曳網採集では１回に１６０尾と少ｈｉであ

ったが魚極は類似していた。

地曳網で採集された魚種:借よび体ii2:組成は表３，図3,図４に示す通り‐であり，４月の地曳網
凋査ではマダイ幼魚は捕獲されなかった。

なお，幼魚の捕獲は後述する地曳網漁業の追跡調査により確認された。

イニ
￣

クプフフー’

ウワハ袰寧

ｳﾏｽﾞｦﾊﾏ

ｲｱﾃﾞﾝか劫

ｱｻﾋﾞｱｦ･ハゼ

ニシ好ベラ

共ユウセン

ワミススニメ

メジナ

スス゛～

ムツ

マアジ

マサパ

パラ

ムマイフシ

ィソイワシ

ァイワンアイノコ

アユ

①

ザ･ラノハ

キピナゴ,

卜･……･…………･…･…----…………･…---い゛…･･･….…･……･･0
１３８．９

－

２４０．８

●

●
○

○

●

一へ扇面一

、

石

Ｐ
○

●

I…－０．……･･･…０

卜……○・……･…’

－－￣￣

ａｎ６０ＢＯ
３００s20rmT11８０ｎＯＯ1００

図３アカミ揚地曳網にて採集された魚類の大きさ

●前浜○Jj4戸崎範囲は最大最少

－７－



以上のほかアカミ場周辺に生アサリを餌とした，卜．（随）を１夜設置しておいたところ

多量のヒメスナホリムシ（Ｅｘｃｉｒｏｌａｎａｃｈｉｌｔｏｎｉｊａｐｏｎｉｃａ）（等脚目）と肉食性

巻貝のオニサザエ（Ｃｈｉｃｏｒｅｕｓａｓｉａｎｎｕｓ)，ミクリガイ（Ｓｉｐｈｏｎａｌｉａｃａｓｓｉｄａｒｉ－

ａｅｆｏｒｍｉｓ)，ヒメヨウラク（Ｅｒｇａｌａｔａｘｃｏｎｔｒａｃｕｔｕｓ)ｂムシロガイ（Ｎａｓｓａｒｉｕｓ

ｌｉｖｅｓｃｅｎｓ），ヨウパイ（Ｎａｓｓａｒｉｕｓｂａｌｔｅａｔｕｓ）等が入り，魚類は見られなかった。

従ってアカミ場内にもこれら肉食性巻貝類の生息が多いものと考えられる。

なお，この場所での水温については定地観測が行われている。

新島前浜の定地観測記録（１９４７～１９７２年の平均，９時観測）によれば最高水源は９

uｏ

９時観測）によれば最高水温は９

ヘ,

１

ｃ、

Ｃ ，Ｂ

、

ＮＦ５０

３

ヴ

２ ：

ａ

１

２４６ ４６

図４地曳網による漁獲魚種の尾叉長組成

Ａ・クサフグＢ，ムソＣ、マアソＤ，ムキイワシ

Ｅコ前浜ＺＺ７７ﾜﾜｦ1鼻戸崎（間々下）

－８－



〃

ﾏニ

図５新島前浜定地観測（１９４７～１９７２年平均）

月上旬の２５．８℃で８月上旬より９月中旬まで２５℃以上の水温が続き，また，最低水温

は２月上旬の１４，６℃で，３月上旬まで１５℃以下であった。なお，旬別水温変化を図５

に示した。

前述のように，マダイ幼魚の出現時期は６月から７月中旬であるので，この時期の水温

は２０～２４℃である。

アカミ場を漁場として行なわれている新島地曳網の操業は，夜間１９時頃に投網され約

３０分で１回の操業が完了する。漁場水深は３ｍ位，深くても５ｍ前後である。

漁獲物の主体は，４月下旬から５月上旬までがメヒカリイカ（Ｌｏｌｉｇｏｅｄｕｌｉｓ），５

月中旬から６月までヤリイカ（Ｄｏｒｙｔｅｕｔｈｉｓｂｌｅｅｋｅｒｉ）で，この２種の入網が減少す

ると操堆は終了する。マダイの入網状況は４，５月に１ｋｇ以上のものが漁雄され，なかに

は親魚とみられる３～４ｋｇの個体もあり，水深３ｍ前後に夜間回遊するのは興味深い事

項である。（表４参照）

本年叉長７ｃｍ前後の幼魚の入網は６月２９日にあったが，材料が入手出来たのは表４

に示す７１１１６日の７個体であり，この時は昼間地曳網（15800～１５；３０）である。な

お，当日の水温は６月２９日，２３．３℃’７月１６日２２．０℃であった。これら７個体の

Ｐ

＆

行
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表４地曳網調査

時間 マダイ入網状況

３尾（３ｋｇ,Ｌ３ｋｇｘ２）

1尾（３ｋｇ

年

主たる漁獲物

日
一
犯
一
２
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７

メヒカリ（４０ｋｇ）１９；00～１９：３０

メヒカリ（４０ｋｇ）１９：２０～１９：５０

メヒカリ（１２ｋｇ）１９：１０～１９：４０

メヒカリ（３２ｋｇ）１９：０８～１９：３０

4尾（１ｋｇ…3,2.2...1）パ（500ｋｇ）

口（１７ｋｇ）

１９：１０～１９；３５

サ
ム 寸

バンョウイカ（５尾）１９：１０～１９：３０５，１３̄

５，１９ メヒカリ（５０ｋｇ）

ヤリイ力（５０ｋｇ）

１９：２０～２０：４５

ＡＰ
１尾（１ｋｇ）ヤリイカ（５ｋｇ）１９：２０～２０；５０

i鴬三鴬

ａ
ｌ
ａ
ｌ
ａ

｢
ヤリイカ（３０ｋｇ）

〆ヒカリ（３０ｋｇ）

１９；３５～１９；５５

ヤリイカ（７ｋｇ）
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ａ，海底地形および底質

新島，式恨島の海底は新島北部を除くと南北に長い陸岸に沿って，水深２００ｍま

で比較的平担な陸棚となっている。特に地内島，鼻戸崎，弍根周囲は５０ｍ以浅の海

域が広がっている。

１，１

『

■日
、

､
／

つ

，

ａ

図７新島近海，海底地形図
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：新島羽伏浦地先は，ほぼ平担な陸棚が広く東方に張り出し，１００ｍ等深線は距岸

約４ｋｍ，２００ｍ等深線は距岸約８ｋｍに及び全域にわたって傾斜は緩やかで，極

端な凹凸は認められない。中心部の東西断面の傾斜は約２度で，２００ｍ等深線まで

ほぼ同様な緩い傾斜である。

新島近海のマダイ漁場を水深２０～５０ｍとすると，表６に示す通り漁場面積は

４３．５５ｋｍ２である。

表６新島，弍根島周辺の水深別の面積

夕

Dｅｂ ＰＩＬＤ．［】

、湯

、～２０

、～５Ｃ

９２Ｃ）～ｌＯＣ

底質について粒度分析を行ったところ各地先の水深別組成は図８－１，－２に示す

通りであり，前浜側は水深５ｍ付近と２０ｍ付近では組成に著しい差はなかったが，

１０，，１５ｍ，付近では前浜沖より黒根港沖にかげて１．０～３．３ｍｍのかなり粗砂

が認められ，和田浜では０．２～１．０ｍｍのものが多かった。２０ｍ以深では三地区と

もに０．５～１．０ｍｍの粗砂がその中心であった。羽伏浦側では水深が深くなるに従っ

て粒子が粗くなる傾向が認められた。前浜羽伏浦側とも３．３ｍｍ以下の砂礫が殆んど

であり，５ｍ以浅では0.2～０．５ｍｍのものが多かったが，それ以下のものは少かつ

た。これらの分布図をえがくと図９に示す通りである。

Ｐ

Ｐ
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ｂ海況

ａ）海流

新島周辺の海流は主に黒潮系が多い。このため流向，流れの強弱も黒潮流軸の移

動，消長に左右さｵLるが，年間を通じ全般に北東ないしは東に向う流れが多く，ま

た，一般に流速も早い。更に寒暖両流の相接する所でもあるので親潮の影響を受け

西方に向う流れもあるが，これは一没に流速も緩慢で，また，頻度も少い。過去の

資料により季節別に見るとその流向の頻度及び流速は，北東から東方に流去する黒

潮の海流が多く，夏季，冬季共に頻度の７０妬以上を占め，平均流速1.0～2.0Ｋ

ｎｏｔで最強時には，３．０～３．５Ｋｎｏｔに達する事がある。一般に西向流は少<また，

流速も１．７Ｋｎｏｔ以下となっている。しかし，冬季には南方向に流去する親潮系の

ク

､少

海流は１ｏ筋である。

特に好漁場となる羽伏

浦側は，東方に向う黒潮

系の海流は新島にさえぎ

られるため，当地区では

直接の影響を受けること

はなく反対方向に繰り込

む潮が多く，特に早い毎

流は一般には認められな

い。しかし春季から夏季

にかけて北または北北東

に流去する媒潮について

はかなり早い北向流が当

地区を流去する。親潮系

の西向流については，そ

の流速が緩慢であるので

目立つ早い海流は認めら

伊
豆
半
鐘
〃

大島

Ｃｌ
bT7

TU9
●

Ｔ１Ｂ
●

T８．．T６
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ciiWMll⑤迩恥
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榊』凸三宅jル・T１ｓ
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行､
巴ソ

仏

戸

Ｔ11。

ｏＴ１４○綿viiig，

T,ゴ

.Ｔ1３

れない。

b）水温，塩素量

沿岸定線観測の定点Ｔ４，

図１０沿岸定線の観測点

－１７－



Ｔ１ｏ（１９６３～１９７２年平均図１０参照）では，図１１に示す通り０ｍの水温の変化

は著しい差はなく，最高水温は両点とも８月の２６．１℃で，最低水温はＴ４で２月，

３月の１５．８℃，Tloで３月の１５．３℃であった。Ｔ４と定地観測を比較すると図１２

に示す通い定地観測の方が１～６月までやや低く，１０～１２月に高い傾向がある

が一応Ｔ４の水温で新島の表層水温を代表させる事が出来そうである。マダイ魚場の

深部に当る水深５０ｍではＴ４，ＴＩＣともに３月に１４．６℃で最低水温となり，４～ ｕ

－Ｔ４０ｍ

－－－Ｔ１ｏ
８８

へ

７
・
へ１１

●

１

γ
●

1￣二
／

３

。

Z

へ

図１１地先定線Ｔ４Ｔ１０における月別水温変化
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７月で水温は上昇し，７月にはＴ４で１９．６℃，T1oで１９．２℃となる。Ｔ１ｏではそ

のまま上昇し，１１月に最高水温の２１．８℃になる。Ｔ４では８月に１８．９℃まで下

り，９月に再び上昇して２２．０℃となり，１０月に最高水温の２２．１℃となる。Ｔ１ｏ

で最高水温を示す１１月にはＴ４は２０．９℃となる。

莉腋圏
IＴＵ

Ｕ少

Ｐ

い

〆

図１２定点Ｔ４と新島定置観測との水温観測値の比較

地先定点Ｔ４，Ｔ１ｏにおける塩素量は，０ｍでは１月より４月までは両地点とも

19.20±０．０６冊でほぼ一定の値であった。５月から７月には減少し，７月にＴ４で

１８．８９妬,T1oで１８．８８冊となる。８月でＴ４は減少し最低の１８．７７９６を示すが，

Ｔ10は上昇し１８．９４筋となる。９月では減少して１８．８５冊となりＴ４より0.05妬だ

け高い値を示した。その後は１２月まで塩素量は増加しＴ４で１９．１４冊,T1oで１９．１８

冊となる．水深５０ｍではＴ４とＴ１ｏでは年間を通じて殆んど差は認められず，両点

とも４月で最高値１９．２０冊となり，１０月でＴ４では１８．９８冊，T1oでは１８．９９妬

を示し，最高値と最低値の差は０．２２冊と０．２１詔であった。
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図１４Ｔ４における水深0ｍと５０ｍの塩素量の比較

Ｃ底生生物および生物遺骸

底生生物と生物遺骸の出現状況は，表７－１，－２に示した通りである。

出現割合は,前浜側でIま北側(和田浜)に底生生物が多く，南側(黒根沖)に少い

低笙王初と壬初近影〔の山視状伽は，表７－１，－２に示した通りである。これらの

出現割合は,前浜側でIま北側(和田浜)に底生生物が多く，南側(黒根沖)に少い傾向か見ら

れた。また，水深との関係では，羽伏浦側を含めて水深が深くなるほど生物遺骸の占

める割合が増加する。（図１５参照）
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底生生物の種類は，淡井浦沖（Ｈ－１）では底質が岩礁地帯のため，石灰藻が主体

となるなど他調査地点とは全く異なった出現傾向を示した。その他の調査地点では水

深３０ｍを除き，ほぼPelecypoda，ＧａｓｔｒｏｐｏｄａのＭｏｌｌｕｓｃａで占められてい

た。優占種は各地点ごとに異なるようで，例えば和田浜Ｍ－１（水深５ｍ）では９８．３

妬までがPelecypoda，それもベニワレス〔Sunetta（Sunettina）solanderi〕

で占められており，逆にＭ－２（水深１０ｍ）では９４．４弼までがGastropoda,そ

れもムシポタル（Ｏｌｉｖｅｌｌａｆｕｌｇｕｒａｔａ）で占められていた。また，水深３０ｍ

位になるとＡｓｃｉｄｉａｃｅａ（ほや類）が増加するようである。その他Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

もかなり見られる種類である。これら４種類の出現傾向は次の通りである。

Pelecypoda：和田浜の水深５ｍと２０ｍ，ミクツ根の水深３０ｍ，キャンプ

下の水深１０ｍで大半を占め，前浜の水深１５，，２０ｍ，黒根の水深２５ｍ，キャ

ンプ下の水深３０ｍで認められた。

Ｏａｓｔｒｏｐｏｄａ：和田浜沖の水深１０ｍ，前浜沖の水深１５ｍ，黒根沖の水深５

ｍで多く出現し，前浜の水深５ｍ，ミクソ根の水深３０ｍでもかなり出現した。

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ：ほぼ全体に出現していたが，黒根仲１０ｍを除いてはその出現

割合は，極めて少ない。

Ａｓｃｉｄｉａｃｅａ：前浜沖の水深３０ｍ，黒根沖の水深２５ｍキャンプ下の水深

３０ｍで割合が多く，前浜の水深２０ｍ，神ケ森沖の水深２０ｍで出現，水深２５～

３０ｍで目立った。（図１６参照）

生物遺骸はＰｅｌｅｃｙｐｏｄａ，Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ，Acr⑥ｔｈｏｒａｃｉｃａが殆んどであった。

（図１７参照）
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(2)漁獲物調査

標本船（３．７３ｔ底釣）等により大島，新島近海にて１９７２年６月から１９７３年１２月

に漁獲し，測定したマダイは４８２尾であり，これらの月別産地別尾叉長組成を図ｌＲ，

図１９に示した。

:'二一

Ｎ
５

ＡＰＬ

Ｎ＝１
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｣ＵＮ

Ｎ=３１

IVlAY
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Ｏ目

ＮＯＶ

Ｎ＝３､０Ｆ三つ
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図１８月別叉長組成

Ａ：新島産Ｂ：大鳥産夕
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Ａ
旨三ｺ1ｓ。 Ｂ

Ｎ
の

１３ｓ

Ｎ
配

1０

2０３０４０５０“￣￣戸－－－７０B０ｃｒｎ
の

図１９産地別叉長組成

Ｑ」
1［

Ａ新島産（ＢＥ４１４）

Ｂ大鳥産（Ｎ＝６８）
ｍｍｄｂ￣－－－４０５０６０Ｃ

新島産の場合，漁法は底釣が主であったため８月から１０月のものが全調査尾数の８０

妬を占めているのに対し，大鳥産のものは６月の寄網による漁獲が４５妬を占めていた。

また，尾叉長２５～３５ｃｍのものが，新島産では主体であったが大島の場合，や出
大型である傾向がみられた。

マダイー本釣の漁獲状況を表８に示したが，これによるとマダイが６４．３％を占め,混

獲魚ではウマズラハギ，マハタが周年を通じて多かったが，季節による顕著な差は認め
られなかった。

また，大島南部のイサキ寄網の入網状況では，マダイは１～５％と少<，イサキ，メ

ジナ，ニザダイ等の磯物が主体であった。底魚一本釣との共通種はマダイを含めて５種＜
（インダイ，メジナ，イサキ，カンパチ）と少<，これは底釣の漁場の底質が砂又は砂

礫地であるのに寄網漁場が岸近くの岩礁地帯であることによる生物相の差と考えてよい

◆

，

であろう。（表９参照）

ﾜノサフ

ガキハラ

図２０寄網操業位置図

－２８－



表８底釣の漁獲状況（単位，尾数）

計一瞬一躯ｌ５ｌ８ｌ２ｌ１ｌ３ｌ１ｌ３ｌ亜ｌ３ｌ１ｌ２ｌ１ｌ１ｌ３ｌ３ｌ２’１｜邪
マダイ

ウマズラハギ

力ワハギ

ホウボウ

カサゴ

イシターイ

メジナ

イサキ

ヒメダイ
ー￣

マハタ

アカハタ

チカメキントキ

キントキダイ

ムソ

⑤

ﾛ倭

１

ワ
ガ
エ

イ
ー
’
刀
十
イ

力
｜
力
一
マ
｜
オ
｜
ホ

チ
｜
リ
｜
ラ
｜
ソ
｜
〆

少

表９寄網の漁獲状況（単位ｋｇ）

年月日三月日

適う蔦
7．１２

◆

〆 極魚極～ミ

マダイ

イサキ

ヒラマサ

ンマアジ

メソナ

ーザターイ

フエターイ

メイチ

６
’
９

亜
｜
翅

１０６１］

ＦＦＦ、￣雨戸｢司可－７－

カンパチ

プリ

インダイ（含イシガキ）

計 Ｆ
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(3)移動調査

親魚の放流は１９７２年に新島浅根を中心に８０尾実施し，再捕は１０月２４日放流

のものについて，１１月４日，１１日に放流地点の反対側羽伏浦（ミクソ根）にて２尾

再捕されたのみである。

しかし，羽伏浦側のマダイ主漁場で釣獲したものを，浅根に放流したところ再びもと

の漁場に帰って来ていることから，新島産マダイ親魚の移動はあまりないものと推定さ

れる。

１９７３年マダイ幼魚の移動を把握する予定であったが，地曳網による捕獲が順調で

なかったため，チダイの大量放流を実施した。チダイは８月に茨城県大洗より平均叉長

９６．４±7.8ｍｍ，平均体重１８．２±５．１９のもの２００ｋｇ（推定11,000尾）を当場の指

導船「みやこ」（１２０ｔ）の活魚槽にて，約２２時間かけて運搬した。水温は２５℃前

後であり，運搬途中のへい死はなかった。

運搬したチダイは波浮港内の網生賛にて飼育し，順次放流した。放流経過は，表10

に示す通りであり，現在底刺網調査等を継続しているが再捕事例はない。

アンカータグによる標識部位は，図２３に示す通りであり，標識を取付けた後，直ち

。

ヘ
ーョ

表１０標識放流再捕結果

|雪ijl二il坐
放流場所

新島ミクソ根

新島浅根

新島浅根

新島浅根

小計

新島ミクソ根

大島ウノ根

大島ウノ根

新島ミクツ根

三宅島錆ケ浜

小計

放流魚尾叉長範囲
６

25.2～３４．２

Ⅲ

く１４．５～３５２

25.6～34.0

9.6±０．８
－￣

〃

11.2士１．１

〃

〃

1０３９８

－３０－
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図２３標識部位

虹】１．K」

図２２チダイの叉長組成

（A）Ｂ73.8.8（B）’73.10.8
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にニトロフラゾン浴をさせた。なお，魚体の大きさとの関係より，標識個体は１９７３

年１０月８日９４５尾，１０月２０日２３９１尾，１０月２２日４９０尾の計３８２６尾で

あり，放流作業中のへい死はそれぞれ５５尾，９尾，１０尾であった。

年冷と成長

ａ鱗の性状

マダイの鱗は，露出部に小辣を具えた典型的な櫛鱗である。

輪紋は鱗の上に環状に現れる細い透明帯の部分とした。この部分では測定部位にお

いて隆起線が乱れている場合が多かったが，乱れが殆ど目立なかったものについても，

透明帯の読み取れるものについては輪紋とみなした。

材料のすべてについて観察した結果，大島，新島産のマダイの鱗を次の５タイプに

分ける事が出来た。

ａ）全体として輪紋が明瞭で，輪紋と輪紋の間に夏輪もしくは偽年輪と呼ばれる輪紋

が不明瞭に入っている。

ｂ）２本の輪紋が２つ接近して見られる。この２つの間に不明瞭な輪紋が見えないの

と，その間隔から１本はａ）タイプにおいて不明瞭に入っていた輪紋が明瞭に出て

ロ－＿＿ ５

(4)

づ

６

ベ
ー

３

c）

Ｐ●Ｐｂ□●Ｃ－

a） 、

、

し

ａ

４
の

２
，

図２４マダイ鱗の５タイプ
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｡、輪絞形成時の尾叉長

輪絞形成時期の推定が不能であったので，輪絞の読取可能なもののうちその出現率

が最も高かった１０月の６５個体を用いて，前記輪径と尾叉長の関係式から輪絞形成

時の計算尾又長を求めた。

輪絞は最高１１輪まで数えられたものが１個体あったが，６輪以上の輪径が他とか

け離れた値であったため，これを省き正確に読み取られたと思われる９輪群までの６４

個体について計算を行った。

輪径の平均値を輪群別に算出すると，表１３に示す通りである。輪群別の各輪径の

平均値を鱗長と尾叉長の関係式(1)に代入して求めた各輪絞形成時の計算尾叉長は，表

１４に示す通りである。表１４の平均値を使用してＷＡＬＦＯＲＤの定差図を描くと，

各点ともによく適合した。（図２８）

表１３．輪群別輪径平均値

の

、少

啼豚

Ｐ

１４

【1４

）』
◆

〆
表１４輪絞形成時の計算尾叉長
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この回帰直線の式を，最小自乗法によって求めると

Ｌｎ－ｆ､１＝７３．４３＋ｑ９０２Ｌｎ

但し，Ｌ、＋，：、＋１年時の尾叉長ｍｍ

Ｌｎ；ｎ年時の尾叉長ｍｍ

この式から，理論的極限尾叉長（LOC）は７４９．３ｍｍと計算された。

少

0

ａ

２０４０６０

図２８計算E音叉長より描いたWALFORD定差図

８０ｃｍ、

へ

ｅ成長

マダイの成長はＢＦＲＴＡＬＡＮＦＦＹの成長方程式が適合する事が報告されているた

め，定差図より求めたＬＣＣ＝７４．９３ｃｍと表１４よりこの成長方程式を求めると次

の通りである。

Ｌｔ＝７４．９３（ｌ－ｅ－ｑｌｏ３１(t＋q4798)）

Ｌｔ：年令ｔの尾叉長（ｃ、）

これより成長曲線を描けば，図２９に示す通りである。

上式より算出した各年令の尾叉長は，ｔｌより順に１０．６ｃｍ，１６．９ｃｍ，２２，６

ｃｍ，２７．７ｃｍ，３２３ｃｍ，３６．５ｃｍ，４０．２ｃｍ，４３．６ｃｍ，４６．７ｃｍそして

－３６－



いるものとして取扱った。

c）若年時の輪紋は明瞭に出るが，鱗周辺部の輪紋が入り乱れ輪紋の判別がつかない。

｡）若年時の輪紋が不明瞭で，輪紋の判別がつかない。

e）全体として不明瞭

年令査定に用いた個体は，表１１に示す２６７尾であったが，このうちランダムに

取り出した４０検体のこれら５タイプの出現割合は，タイプａ）２２５妬，タイプｂ）

２５．０妬，タイプｃ）７．５妬，タイプ。）２５．０妬，タイプｅ）２０．０冊であ1人タ

イプａ）ｂ）を用いて輪紋の読み取りを行った。この結果年令査定に使用可能な検体

数は,表１２に示した１１９個体で全体の４４．６筋であった。

なお，月別の読取可能割合は６月５３．３９６，８月３０．９冊，９月１９．０％，１０月

６１．３筋であり１０月に最も読取可能個体の出現率が高かった。

●

゛合

表１２１輪紋読み取り可
能数

表１１年令査定に用いたマダイ

【】

舵Ｐ

●

'■ ｂ輪紋の形成時期

輪紋の形成時期を推定するため，
０．６

次式により縁辺|戊集率(α）を求め，

その平均値を図２５に，Ｏ１ごとのｏ､５

組成を図２６に示した。
ｑ４

Ｒ－ｒｎ
α＝

ｒｎ－ｒｎ－ｌＯＬ３
ユ【】。

Ｒ；鱗径ｒ、：最終輪径

ｒｎ－ｌ：最終輪径の一つ罰の輪径
図２５縁辺成長率平均値
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６～９月にかけては，縁辺成長率

の平均値は０．３５前後の値であり，

１ｏ月に上昇傾向がみられたが，材

料が周年得られなかったため輪紋の

形成時期は推定出来なかった。

ｃ輪径と尾叉長の関係

表１２に示した輪紋読み取り可能

な１１９個体（７７～６１６ｍｍ）につ

いて，鱗径(R）と尾叉長(L)の関係

を図示すると図２７に示す通りで，

その回帰式は次のような二次式であ

らわされる。

Ｌ＝１４．９１＋２８．６９＋１．３６Ｒ２…(1)

但し図の点は尾叉長１０ｍｍごと

の平均値である。

｣ＵＮ

ＡＵＧ

少

５
sＥＰＴ

く
－－－

』「

1０

５

０田△ＤＵｈＯＧ

図２６縁辺成長率組成

９℃

２。 くＬ

４
、

：

労

■

図２７鱗径(R）と尾叉長(L)の関係
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ｔｌｏでは４９．５ｃｍであった。

但し,先にも述べたように輪紋形成時期が不明であるので，Ｌｔの値をもって年令

に対応する計算尾叉長とするのは妥当性を欠くので，更に材料補充のうえで結論を得

たい。

．'

1２３４５６７８９１０ｔ

図２９成長曲線

（５）体重と尾叉長との関係

標本船等により，１９７２年８月，９月，１０月に新島にて漁獲された２４４個体と

１９７３年５～１１月に大島新島にて漁獲された６５個体について，尾叉長および体重を

測定した記録から，両者の関係を最'1､自乗法により求め図３０に示した。

なお，得られた関係式は次の通りである。

大島塵Ｗ＝４．２９０．Ｌ２．８０２．１０－２

（叉長範囲２１．８～６１．０ｃｍ）

新島産Ｗ＝２．８５７．Ｌ２．８９０．１０－２

（叉長範囲７．７～５８．０ｃｍ）

3）産卵親魚の分布生態

（１）生殖腺熱度指数（ＧＩ）

生殖腺を調査した個体は，大鳥産７３個体，新島産１５個体でその漁獲月ごとの尾叉

長編よび体重組成を図３１，図３２に，生殖腺熱度指数を表１５に示した。

Ｐ

０

〆

－３７－



ｋ９

４

３

ヂ

＆。

＜

lｏ２０３０４０ｓｏGHTCm

図３０体重と尾叉長との関係

Ａ：新島Ｂ；大島

Ａ Ｎ
Ｎ

、ＡＴ ￣‐

ＪＵＮ Ｎ■３０

Ｓ （

０ｓ11.5,ユョ

1二二佶i二二
と

く

し
Ｎ二１

_ＦＩＬ
＿＿＿_＿＿｣

。。ｏｏｏｓｏ｡ｏ”｡、＠＄UＲｇｉエヨｋｇ

成熟度調査に使用した大鳥産魚体の尾叉長および体重組成

Ａ；尾叉長Ｂ：体重

図３１
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ユー
Ｎ

Ｎ＝２

５

５
Ｐ

゛う

3０４０５０６０７０2０

図３２成熟度調査に使用した新島産魚体の尾叉長および体重組成

Ａ：尾叉長Ｂ：体重

更に生殖腺熱度指数の月別変化を産地別に，図３３－１，図３３－２に示した。

大島産のものでは５月には叉長４８．０ｃｍ（３）で，ＧＩ１６．９１が最高であり他２個体

（早）は０１４．０以下であった。６月ではすべて４．０以下であった。７月では，叉長８０

ｃｍ（８）で３５．４７を示し試料中の最高を示した。また汀他１個体（８叉長７３ｃｍ）でも

０１９．９５であった。９月以降は１０月３０日の叉長３８０ｍ（９）の個体のＧＩ６．６２が最

高値であり，あとはＧＩ５０以下のものが殆どであった。

新島産のものでは４月２８日に体重１３００９(8)でＧＩ456,又長３８．４Ｃｌ、（早)でＧＩ１１８２

であった。そして５月１１日叉長５４８Cl､（９）のものでＧＩ４４．４４の高い値を示した。６

月以降では７月，８月の標本は得られなかったが，全てＧＩ５０以下であった。

以上，大島，新島海域では４月～７月にＧＩ値の高いものが出現している。但し４月

以前のものについては漁獲がなく調査出来なかったので，産卵期の推定は出来なかった。

伊豆諸島で漁獲されるタイ類は，マダイ以外にチダイ，キダイ（レンコダイ）がある

が，これらの魚種を対象とした漁業はなく，漁獲統計にもあらわれてこない。

当場の指導船「あずま」（６２．３２ｔ）「やＷＳ」（１３．７８ｔ）が１９６６年～１９７１

年の間にたまたま混獲したチダイ４７尾，キダイ９１尾の測定記録が残っていたため，

＆

、〆

－４１－



４０、

孟鰄３－齢 勺

Ｑ５ ０ ア D Ｃ１０１１１コ日

図３３－１生殖腺熱度指数の月月Ⅱ変ｲヒ（大島）○：雌’●：雄

図３３－２生殖腺熱度指数月別変化（新島）
０

ａ

Ｎ
Ｓ

1Ａ） (B）ＰSE

１０

ｓ 几
Ｔ

｢｢［
３

ＯＩＯ２０ｍｑｏｃｍｍｏ４００dＤｏＢｏｏｍｏｏｕ１００ｇ

図３４－１チダイの月別叉長，体重組成（Ａ：叉長，Ｂ：体重）
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これら２種の成熟度を調査したところ，生殖腺熱度指数の最高はチダイが１０月に１６１．９

キダイも同じく１０月に６２．９であり，９～１１月に高い値を示した。

これら２種の叉長，体重組成ならびに熱度指数は，図３４－１，－２，－３，図３５

－１，－２，－３に示す通りである。

但し，１０月に１ｋｇをこえる魚体で熱度指数の高い値を示す個体については，魚種

を検討する必要がある。

１６１９●

゛合
。

○

。

◎

○

●

●

○
０

○

●

●

Ｏ

●●｡●●●○
●

｡●
●

○

３．： ○

。

○○

､少
●

Ｏ

●ｂ●

Ｏ

Ｃ

Ｃ

ｇ
、

：
●

。

◎

｡､ｏｑｏｏｃｏｏＢｏｏｌｏｏＤｕ２００ｇ

大島産チダイの

熱度変化（ＧＬ）

○：早●；８

図３４－２
図３４－３チダイ，体重と熱度との関係
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図３５－１キダイの月別叉長，体重組成（Ａ：叉長，Ｂ：体重）

１

Ｉ

⑤
“

●●

●

］

よ
○囚
○

○

○○

： ●ｏｑｏ
Ｏ

●０
Ｏ● ａ

ｑ［

０

ｏ
（
Ｈ
５

ｏ
ｏ

ｏ

ｏｏ
ｏ。

。
。

3０

○
○
ｏ
●
』
単
画
一
。

３０

。
２０父０

●

●

.。．▽
０ Ｏ

● ●

ＣＯ
Ｏ

1０ 1０

Ｃ
Ｑ
〉
、
。
●
Ｒ
ｕ

。
⑬

●
●
●

６７0010111１月 ａＯＯ４００６００ ８Ｄｏｇ

図３５－２キダイの熱度変化 図３５－３キダイ・体重と熱度との関係
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4）発育段階別食物環

食'性調査に使用した個体は７９個体であり，これらの産地ならびに漁法を示すと表１６

の通りである。 表１６食性調査個体

年月日
－

１７３．７．１６

年月日

'７３．９．１５
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｜
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ノノ

″
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1８．３２

１９．５１
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１
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１
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２
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１
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これらの材料を用いて(1)季節別にみた食性変化，(2)漁法別にみた食性変化，(3)発育段階

別にみた食性変化について検討した。

ここで(1)の場合，食性に季節変動がみられるとすれば餌生物の季節的消長か，あるいは

捕獲魚がすみ場を季節的に移動するのかのいずれかが考えられる。(2)の場合，漁法の異な

る漁獲物については，その漁法に適した海域特有の餌生物か出現するものと考えられる。

(3)の場合，幼魚と成魚，いわゆる発育段階別にみた場合，食性変化は当然あるものと考え

られる。以上の３点の推定より区分けして検討を加えた。

(1)季節別にみた食性変化

季節的にはＤｅｃａｐｏｄａが４月から１０月までを通じてかたり見られた。また，Gas-

tropodaも見られたかその量は，６月２１日大島差木地の寄網で漁獲されたものを除

けば少かつた。その種類は６月以前の個体ではムシポタル等が多かったが，１０月に１

本釣で漁獲された個体では浮源性と思われるPteropoda，ＰｌｅｕｒｏｃｏｅｌａがGast-

ropodaの主体であった。Ｐｉｓｃｅｓは６月２１日及び６月２６日に寄網で漁獲されたも

のではかなりの量を占めたが，その他は脊椎骨や鱗が多く魚肉はあっても量は非常に少

なかった。これは６月２１日，２６日を除いては釣による漁獲か殆どで，嘔吐個体が多く

殆ど空胃個体であったので腸内容か主になったためと考えられる。Ｉｓｏｐｏｄａ，AmpIy-

poda，Cumacea等小型の甲殻類も全期間通じて量は少しであるが見られた。

Bchinodermataは４月２８日のものでＣｌｙｐｅａｓｔｅｒｉｄａ（蛸枕目）か，５月１１日

のものでRegularia（ウニ）がある程度見られた（表１７，図３６）。

従って，消化管内容物の差は季節によるよりも，漁法による差か大きく，特に底釣の

場合，釣獲後の嘔吐の問題かあり比較か困難である。

(2)漁法別にみた食性変化

食性調査に用いたマダイは，１本釣，地曳網，寄網によって漁獲されたもので，漁法

別の消化管内容は表１８に示す通りである。消化管内容物の出現傾向は，魚類(Pisces）

その他（Ｏｔｈｅｒ）を除けば著しい差はなかった。

Ｐｉｓｃｅｓの場合，寄網では鮮度の良い状態のものがかなり多量に出現したが，釣の場

合消化が進んで判断か出来なかったものが，かなり多くみられた。釣獲魚の消化管内に

みられるＰｉｓｃｅｓは，脊椎骨，鱗か殆どで，これは釣で漁獲された個体もＰｉｓｃｅｓを摂

餌しているが，釣猿後嘔吐個体が多いので消化管内容の調査は，腸内容に依ったため消

化か進んだ内容物か主体になった。

，Ｐ

〃

●

Ｐ氏

－４７－
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表１８漁法別にみた食性（単位ｇ）(3)発育段階別にみた食性変化

ａ幼魚

幼魚は７月１６日に新

島において，地曳網で漁

獲された７７ｍｍ～１０２

ｍｍの？個体について検

討した。

消化管内容物は，

Ｐｉｓｃｅｓ（egg),Ｃｏｐｅｐｏｄａ

ＡｍＰｂｙｐｏｄａか主であっ

た。これらの出現割合

（出現個体数による）は

Ｐｉｓｃｅｓ(egg)か全体の

５０．９％，Ｃｏｐｅｐｏｄａは

２７．６％，Ａｍｐｈｙｐｏｄａ

は１２．５％とこの３種で

９１．０％を占めた。

ＣｏｐｅｐｏｄａはＥｕｃａ－

Ｉａｎｕｓｓｐｐ，Ｃａｌａｎｕｓ

ｓｐＢＲｉｎｃａＩａｎｕｓｓｐ，

Ｐａｒａｃａｌａｎｕｓｓｐ，

Ｅｕｃｈｅａｔａｓｐであった。

その他，Ｃｒｕｓｔａｃｅａ

Ｌａｒｖａ，Ｍｙｓｉａｃｅａ，

Ｌｕｃｉｆｅｒ，Ｃｏｅｌｅｎｔｅ－

ｒａｔａ，Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａが

見られたか数は少なかつ

塁
地曳釣

1．１０

＋

０．４３

０．０２
￣

0．１９,Ｐ ０．０７

十0.05

０．０５

0．２８０．１７

４．７９

５５．５５

＋
￣

４．９０

＋
￣

1０．１４ 0．１９
－

４．１７

０．１７
－

０．１５

●

伝
0．８６

５．５５
－

６１．３２ 1．０９

１１．５３

３

３．８４

1４４．０８

４４

３．２７

た。この時期はおおよそ浮勝性のものを摂餌していると考えられるが，７７ｍｍの個

体でＰｏｌｙｃｈａｅｔａか２個体別の７７ｍｍの個体から，径２ｍｍ程度の砂礫か２個、

９１ｍｍの個体からは１～２ｍｍの砂礫が６個内容物として出て来た。これらの砂礫は

－４９－



他の内容物の消化の進んだものに包まれており，

えられたい（図３８参照）。

地曳網で漁獲時に入ったものとは考

表１９尾叉長別消化管内容物（単位ｇ）

７７

～１００

１０１

～１１０ 乳91斗3191勢,９
４００

～４４９

４５０

～４９９
500～

￣

2２．７０
Ｐｉｓｃｅｓ

Ｐｉｓｃｅｓ(egg）

Ｐｏｒｉｆｅｒａ

ＣｏｅＩｅｎｔｅｒａｔａ

Ｎｅｍｅｒｔｉｎｉ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

Ｃｒｕｓｔａｃｅａ(不明）

ＣｒｕｓｔａｃｅａＬａｒｖａ

Ｃｏｐｅｐｏｄａ

Ｍｙｓｉｄａｃｅａ

Ｃｌｍａｃｅａ

ｌｓｏｐｏｄａ

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ

Ｄｅｃａｐｏｄａ

ＰｅＩｅｃｙｐｏｄａ

Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ

Ｅｃｈｉｎｏｄｅｒｍａ

Ａｓｃｉｄｉａｃｅａ

ｅｇｇ(不明）

Ｃｅｐｈａｌｏｐｏｄａ

海藻

不明

Ｐｅｂｂｌｅ

Ｏｔｈｅｒｓ

計

調査個体数

平均
一-＿

注），i(印は個体数

己

＋ 2．６０5．８７ 3３．８９

346 1３

く
２５ ８

0.01

２

0．１２ 0．１９ 1．８０

８ ３

1４９ ４６

８

０．２５

1．５４ 0．１２ ＋

7９ ９ 十 ＋ 0．０３

１ ８０５ 1４６０ １４．４］ 3．９１ 5．９８ ３．６６

0.04 ＋ ＋

0．５１ 9．８５ １１．４７ ０．１３ 0．１６

□

ａ009 3．０５

０．２２

８ 0．５０ 3．１７ 1０．３５ 十 0．４９

0．３２ ２．４４ ５．５１ 2．１１ 0．２７ 0．１０

２６．６２

２

１３．３１

626 8０ 9．６３ 30.25 ５１．４２ ８．７５ ４３．８４

５ ２ ４ ６ 10 ３ ６

1２５．２ 40.0 ２．４１ 5．０４ 5.］４１２．９２ 7．３１

－５０－



ｂ成魚

大島産のものについて尾叉長２００～２９９ｍｍ，３００～３４９ｍｍ，３５０～３９９ｍｍ，

４００～４４９ｍｍ，４５０～４９９ｍｍ，５００ｍｍ以上の６段階に分けて検討した。尾叉長

別の消化管内容の組成は表１９の通りである。

２００～２９９ｍｍ：Ｄｅｃａｐｏｄａ８３､６％，Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ，Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａ５､７％，

ＡｓｃｉｄｉａｃｅａＯ､９％，種類不明のＣｒｕｓｔａｃｅａ１．２％，砂礫５．２

％，その他３．３％

ゲ

｡房

幻2,1ｍ

峪・329

'０１
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ＯＺ
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幼魚の胃内容組成（出現個体
数比）

図３７発育段階別にみた消化管内容物組成図３８

注）７０～110,m､については出現個体数比
200ｍｍ以上については出現重量比にて示した．
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表２０地曳網漁獲魚胃内容物

Ｄｅｃａ

クサフグ

カワハギ

ウマズラハギ

イダテンカジカ

アサヒアナハゼ

ニシキベラ

キユウセン

ウミヱズメ

メゾナ

スズキ

ムソ

マアジ

マサハ

ポラ

ムギイワン

イソイワシ

タイワンアイノコ

アユ

サヅパ

キピナゴ

●●

●

＋

｡

へ

●●

●●

○○

●●

△

ａ
○○多量○普通十少量

３００～３４９ｍｍ：Ｄｅｃａｐｏｄａ４８､３％，Gastropoda32､６％，種類不明のＣｒｕｓｔａｃｅ&’

0.6％，砂礫１０．５％，その他８，１％

３５０～３９９ｍｍ：Ｐｉｓｃｅｓｌ1.4％，Ｄｅｃａｐｏｄａ２８､0％，Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ２２､３％，

種類不明のＣｒｕｓｔａｃｅａ３５％，Ｉｓｏｐｏｄａ３､0％，Ｃｕｍａｃｅａ

Ｏ､５％，砂礫２０．１％，その他１０．７％，また，海藻が0.4％あっ

た。

４００～４４９ｍｍ：Ｐｉｓｃｅｓ２９７％，Ｄｅｃａｐｏｄａ４４７％，Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ１．５％，

その他２４．１％

－５２－



４５０～４９９ｍｍ：Ｐｉｓｃｅｓ７７､３％，Ｄｅｃａｐｏｄａ１３．６％，Ａｓｃｉｄｉａｃｅａ７､0％，

IsopodaO､３％，AmphypodaO1％，砂礫1.1％，その他0.6

％

以上からその叉長の違いによる傾向を述べると，７０～１００ｍｍの個体では，魚卵

（卵径１．０～１．３ｍｍ，２４本内外の附着糸を有する），Copepodaが多く見られる

か，２００ｍｍをこえるとDecapoda（ショウジンガニ等）か多くなり，３５０ｍｍ位か

らＰｉｓｃｅｓの占める割合が高くなる。なお，２００～３９９ｍｍではＧａｓｔｒｏｐｏｄａの占

める割合か高くなり，同時に砂礫の割合も増加するようである。（図３７参照）

なお，マダイ幼魚の食性の詳細は図３８に示す通りである。この同じ漁場で地曳網

にて漁獲した魚種の食性は，表２０に示す通りであり，クサフク，メジナ，ムツ，マ

アジ，マサペ，ムギイワン，イゾイワン，サッパ，キピナゴでは，Copepodaが胃

内容物のうちかたりの割合を占め，マダイ幼魚と類似した食性を示していた。また，

マダイ幼魚の胃内容物でかなり認められたPisces（egg)を摂餌している他魚種はな

かった。

７

▲

Ｐ

Ｂイシダイ，イシガキダイに関する調査

１調査の方法

ｌ）発育段階別の分布生態

（１）底刺網による分布調査

開取調査によりインダイ，イシガキダイの視認頻度の高い大島差木地前浜地先に調査

地点を選定し，６月以降毎月１回三枚網４反（中網４寸目および２寸目各２反）を投入

し（水深５～１５ｍ)漁獲物の調査を行った。

なお，調査地点はイセエピ禁漁区でもあるので，他の刺綱操業は全く行われていない。

（２）標識放流

表２１イシダイ，イシガキダイ標識放流
１９７２年および１９７３年に

●

〆

流れ藻から採捕し，育成した

インダイ，インガキダイ幼魚

を，刺網による分布調査地点

とした大島差木地前浜地先に

肛流年月日

深集育ロ

標識放流を行った。放流は９注標識魚の体型および標識番号は別表に示した

－５３－



月および１２月の２回に分けて実施したが内訳は表２１に示すとおりである。このほか

放流準備中に揚水事故で１５０尾を失った。標識は２ｃｍアンカータグを用いて，背鰭後

部と尾柄部の中間にアンカー部を埋没又は貫通させた。

（３）幼魚の分布に関する水槽実験

インダイ，インガキダイ幼魚の行動に関して手がかりを得る－つの方法として次の実

験を行った。

巾１．６ｍ長さ４．０ｍ水深１ｍのコンクリート水槽の内壁を淡青色に塗り，インダイ，

インガキダイ幼魚１５０尾づつを用いて，両種それぞれ単独に１００尾収容した場合と，

両種を同時に５０尾づつ収容した場合について次の観察を行った。

ａいわゆる隠れ場を作らない場合の行動

ｂ固定浮勝状態とした人工藻に対する反応

ｃ人工魚礁（１辺の長さ３０ｃｍの立方体で各稜柱の太さ５ｃｍ角のものを２個横に密

着させて設置）に対する反応

。ｃの人工魚礁上面を黒色アクリル樹脂板（７２．５×５６ｃｍ）でおおった場合の反応

ｅｄとｂの併設に対する反応

両種ともに人影等に対する反応か鋭敏なので，観察は極力テレビカメラにより，数量

の確認等は物影からの目視によって行った。

（４）天然水域における幼魚の分布調査

１９７３年７月，春期流れ藻に付随して来勝したとみられるインダイ，イシガキダイの

幼魚が大島波浮港内に定着しているのを発見したので目視による定着状況の観察を原則

として毎月１回実施した。併せて他魚種についても分布状況をその都度記録した。

2）発育段階別の食物環

（１）成魚の食性調査

調査材料の入手か少かつえので明年度の材・料と併せて検討の予定である。本年度調査

できた材料はイシダイ１８尾，インガキダイ３尾，計２１尾のみである。

（２）幼魚の摂餌量に関する予備的実験

イシダイ，インガキダイ幼魚各３０尾を用いて縦１９５×横0.7×高さ０８ｍのガラ

ス水槽に収容し，毎日午前９時から午後５時に至る間，原則として１時間間隔で飽食状

態に達するまで役解し，摂餌量を調査した。餌料はハマチ用粉末を水ね，したものを用

いた。

■

｡

く

▲

へ
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３）産卵親魚の分布生態

昨年に引続き親魚の入手か困難で充分な調査かでき注かつたので加明年度の材料と併せ

て検討の予定である。

４）漁業の実態並びに生活史に関する知見の収集

磯釣による釣獲実態調査

磯釣案内人等に調査員を委嘱してイシダイ，インガキダイの釣獲実態を調査したが，

信ぴょう性の高い記録を選んで昨年度中の釣獲状況を整理した。本年度については同様

方法で調査を継続中である。

５）若令期時代における生息環境

流れ藻に付随する幼稚魚の出現状況

１９７３年５月以降１１月に至る間，大島付近を流去する流れ藻に付随する幼稚魚の出

現状況を調査した。

2．調査の結果

表２２刺網により採捕したインガキダイの体型
１）発育段階別の分布生態

、Ｆ

(1)底刺網による分布調査

１９７３年６月以降１２月ま

で７回にわたって大島差木地

前浜地先に投入した三枚網

（４反）に羅網した魚種を表

２２に示した。主目的とした

イシダイ，イシガキダイの羅

飼育０

０

〆

網は極めて少〈イシガキダイのみか６，７，９月に各１尾，１０月に３尾採捕されたの

みである。

インガキダイの体型は表２２に示したか，１０月に１尾３０ｃｍ台のものか採捕された

のみでその他は２０ｃｍ前後の小型魚であつだ。

羅網した動物は魚類３５種，甲殻類６穂，貝類１種，計４２種であるか食性のうえで

インダイ，イシガキダイと競合する種類か相当数あるものと考えられるが，これについ

ては明年度の調査結果と併せて検討することとしたい。

－５５－
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表２３刺網（三枚網）漁獲物（尾数）

月日
1２．１４

種名

記
１

の

１

訳

く

１
’
１
’
２

1

１

３
－

１

３
’
２

０

ａ

２

1６
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(2)標識放流および再捕状況

１９７３年９月および１２月

に標識放流を行ったインダイ，

イシガキダイの尾叉長組成を

図４１に示した。

１２月放流分については天

候不良のため潜水による追跡

調査ができなかったが，９月

放流のインダイについては放

流後約４０分の追跡を行った。

インダイ，インガキダイと

もに人影等に鋭敏に反応する

ので追跡による観察結果か自

然の状態と同じであるかどう

かについて問題が残されるか，

１９７２年に成魚を放流観察し
※

た結果に比べて若干行動力？

早い程度で，集団の解かれ方，

岩かげ等への潜入の状態はほ

とんど変らない。

１９７３年中に標識魚の再捕

について報告されたのは３件

で．１９７３年９月１３日に放

流したインダイ幼魚のうちの

２尾と１９７２年８月２９日に

大島波浮港北側に放流したイ

ンダイ親魚のうちの１尾であ

剥佃餌勘醒(毎月I｡）
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１．－ｊ

図３９発育段階別の分布生態調査地点

．'

図４０標識位置

※昭和４７年度太平洋中区栽培漁場資源生態調査報告書

（東京都水試調査研究要報Ｎｏ．１０１）参照
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図４１標識放流魚の尾叉長組成
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図４２インダイ幼魚の放流および再捕地点
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る。インダイ親魚は放流地点の北約４ｋｍの大島差木地カワノサワ地先で銘突により

再捕された。

放流後の移動距離，成長等を表２４に示した。

表２４標識放流再捕結果

Ⅲ〃

ａ回は宗全に翌
０

〆

か

(3)幼魚の分布に関する水槽実験

インダイ，インガキダイの行動については，現在までの飼育経験や放流後の行動観察

から影を好むのか一般的傾向であることかわかっているが，流れ藻に付随している時代

から磯への定着が何時どのような形で行われるかは未解明である。地中行動がその注室

天然における状態を現出するとは言えたいが，幼魚の行動を知る手がかりを得るために

この実験を行い，供試魚の大きさも適当と,思われる８月を実験の時期として選んだ。

供試魚は流れ藻から採集して約２ケ月池中飼育したものであり，インダイの場合，流

れ藻に付随するものより大型で，従来の報告による磯への定着体型といわれる１０ｃｍ前

後を含んでいる。

インガキダイは成長等の関係からインダイより若干大型のものを用いる結果となった。

本種については10ｃｍ程度のものか流れ藻に付随している場合もあるが，定着時の大き

さに関する知見はない。実験期間中の池中水温は，２１．６～２３．８℃，比重は１．０２４６６

～１０２５５１であった。

供試魚各１００尾についての尾叉長および体重組成を図４３に示した。

観察装置は方法の項で述べたが概略を図４４に示した。雨天，雲天の場合はテレビの

影像か不鮮明となるので，尾数確認の場合同様現場において物影から観察した。

観察は次の順序によった。先ず供試魚］00尾を何も設置していない実験池に収容し，

２４時間以上経過後２ｍｍ巾長さ４５ｃｍの緑色ビニールフイルム多数によって作製した

人工藻を浮漉状態にして池の中央付近に固定した。更に，２４時間後人工藻を取除き黒

色に塗った３０ｃｍ角のコンクリート製魚礁２ケを横の一辺か密着する形で池の中央に設

・庁

－５９－‐
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図４３供試魚の尾叉長および体重組成

６

く

置し，２４時間後

にこれを黒色アク

リル樹脂板でおお

った。更に，２４

時間後との状況に

加えて人工藻を再

度設置した。

供試魚収容→人

工藻設置→人工藻 魚万鷹

図４４幼魚行動観察装置
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表２５－１水槽内におけるインダイの行動（Ｎ＝１００）

Fi］障
行動バク

処。両ｌｉｉ鰯；
ン

観察月日

および天銭
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表２５－２水槽内におけるイシガキダイの行動（Ｎ＝100）

行動パタ ろ'

観察月日

方よひ沃挨

’７３．８２７
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除・去魚礁設置→魚礁にｓｈｅｌｔｅｒ被覆→人工藻設置

イシダイ，イシガキダイを５０尾づつ収容して行った場合は，人工藻の設置は行わず

魚礁設置→魚礁にｓｈｅＩｔｅｒ被覆までの観察にとどめた。

この間における幼魚の行動パターンは，種々の中間型を整理して，ａ・群泳，ｂ・分

散遊泳，ｃ・人工藻定着，。、魚礁定着，ｅ、魚礁（＋）ｓｈｅｌｔｅｒ定着の５項に大別

し，各行動パターンヘの区分けは同一観察者（２名）の主観により行った。

観察結果を表２５－１，－２，－３にとり童とめた。

魚礁をｓｈｅｌｔｅｒでおおった場合の水中照度について，９月５日１４時１５分～５０分

に測定した結果を図４５に示したが，sheIter下では他の部分との照度差はかなり大＜
きい。
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１

図４５実験池と魚礁付近の照度（Ｌｕｘ）ｓ＝５０

表２６実験池内におけるインダイ，インガキダイの行動（単独収容の場合）

●

インガキダイ

ほとんど群泳状態

当初，群泳の分散遊泳か半数，人工

藻への反応が半数，後半全部群泳

当初，魚礁付近に集合し，徐々に分

散:遊泳と魚礁への出入をくり返す。

当初，ほとんどが，ｓｈｅｌｔｅｒ下に

入ったか徐禽に分散遊泳とｓｈｅｌｔｅｒ

下への出入をくり返す。

処置

ａ・無処置

ｂ、人工藻設置

インダイ

群泳から分散遊泳へ移行

Ｃ

弓

群泳から分散遊泳へ移行，人工藻

への反応はわずか

群泳から分散遊泳に移行するとと

もに魚礁に徐々に集合

当初，群泳するもの，魚礁付近に

集合する＄の半数づつであったか，

間もなく分散遊泳とｓｈｅｌｔｅｒ下

への出入をくり返す

当初全部ｓｈｅｌｔｅｒ下に入ったが，

後分散遊泳し，徐々にｓｈｅｌｔｅｒ

下への出入を行うようにたる。人

工藻への反応はわずか。

ｃ・人工藻除去

魚礁設園

ｄ・魚礁にｓｈｅＩｔｅｒ

被覆

分散遊泳とｓｈｅｌｔｅｒ下への出入を

くり返す。人工藻への反応はわずか。

ｅ、。に人工藻を加

える

－６４－



インダイとインガキダイとを各単独１００尾収容した場合にみられた行動の主な相違点

を，観察記録から整理すると次のようである。

雀た，インダイ，インガキダイを５０尾づつ収容した場合の行動差は，おおむね次の

ようである。

表２７実験池内におけるインダイ，インガキダイの行動（混合収容の場合）

￣1

亀礁付近に集合するもロて
〕．ＨｌｎＦ

P■

△
■

Fr§1に魚礁届

の篠､分散遊５

9）ｔ

，

以上の実験は充分満足すべき条件下には行われず，夜間の観察を欠いたという不充分

さもあるが，一応昼間における幼魚の行動に関して次のようなことか考えられる。

ａ・警戒時には群行動を行い，警戒を解くと分散遊泳をはじめる。群行動を行う傾向は

インガキダイの方か強い。

ｂ・実験に使用した大きさではすでに藻ないしは浮遊物に対する反応は弱くなっている。

ｃ・魚礁等水底に設置されたものに対してよく反応し，より暗い場所に定着しようとす

る性質かある。そしてこの傾向はインダイよりもイシガキダイの方が強い。

(4)天然水域における幼魚の分布

大島近海では，インダイ，インガキダイの幼魚は，流れ藻付随のもの以外に例年夏期

に元町港，岡田港の桟橋付近や波浮港内でもしばしば見ることができる。１９７３年８月

以降波浮港において認められたイシダイ，インガキダイ幼魚は浮活費付近や港の岸壁に

沿って分布し，海底付近を遊泳することが多かった。これらの幼魚が大島近海で発生し

たものか否かは産卵場産卵期等か未確認なので断定することはできないか，発見時期等

から考えて流れ藻に付随して来遊したものと考えられる。

８月以降の毎月の分布状況を記録した結果を図４６に，他魚種も含めての記録を表

２８に示した。これらの幼魚を採捕する手段かなかったので，体型の上から考察はでき

なかったか，目視結果からほとんどか尾叉長１０ｃｍ未満と考えられる。玄た，観察され

、庁
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表２８波浮港内に分布する魚類

１１１５錘~奎旦目 '７３．８２ ８．１］ 8．２０ 8．３１ 9．１１ 1０．２１ 1１．２７ 1２．２２
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た期間中同一群が引続き生息していたものかどうかについて断定できる資料もない。

図から，イシダイ，イシガキダイともに一般的傾向として，湾の東岸に多く分布する

ようである。これは湾西岸に多い湧水（淡水）の影響とも考えられるし，反時計廻りの

湾流に影響されているのかも知れない。

また，８月には４回の観察をしているか，分布の絶対量が観察時によってかなり相違

している。これは，停泊船等による観察洩れや湾内水の濁り具合による視認誤差も考え

られるので，増減の原因か湾外との交流によるものか否かについても判断を下し得ない。

釣獲による減少は絶対量の把握かやはり困難であるが，魚体の大きさからみて釣獲され
く

るものは少いと考えられる。

イシダイ，インガキダイ幼魚とともに，彼浮港内で視認された魚類は計３６種で，幼

魚あるいは未成魚とみられるものが多い。観察期間中３６種が視認されたが，最も多く

分布したのはメジナで，その他ボラ，テンジクイサキ，コパルトスズメダイ，オヤピッ

チャ，キュウセン，ニザダイ，ハオコゼかごく普通に認められた。また，これらの魚類

のうち大島近海の流れ藻に付随する幼稚魚として出現するのは，ゴンズイ，ヤガスマ

アジ，シマアジ，ブリ，プリモト゛キ，テンゾクイサキ，タカベ，メジナ，インダイ，イ

ンガキダイ，オヤピッチャ，ハオコゼ，カワハギ，キタマクラ，クサフクの１７種であ

るが，流れ藻に付随してきて湾内に定着したと判断する根拠は現在のところない。

2）発育段階別の食物環

（１）幼魚の擬餌量に関する予備的実験

流れ藻に付随する稚魚の食性については昨年度において調査したか，定着した幼魚に

ついては完了していない。定着した幼魚については現在のところ適当な漁獲方法かないへ

ので，とりあえず放流幼魚の育成資料を得ることを兼ねて，流れ藻から採集して，地中

で育成した幼魚を用いて摂餌量に関する予備的実験を行った。

供試魚を収容したガラス水槽は約９００２の飼育水を容れることができるか，１分間約

１ｏｚ程度の割合で換水を行った。

実験は１９７３年７月２７日から８月３日まで実施したか，この間の飼育水温は２３．１

～２４．５℃，比重は１．０２５３７～ＬＯ２５８７であった。

供試魚の体型，投餌日数，摂餌量等を表２９に，投餌時間別の飽食量の変化を図４７

に示した。

今回の実験は予備的なもので，この結果からは摂餌に関して何等の結論も得ないか，

●

？

し

６
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表２９供試魚の体型と摂餌量等

くこ
其試尾数３０尾

９－６８＋４８３９■

DＯ４８ｐ

D1Eil（９:ﾕ００～１７６ﾕOＣ受鯛回数

３４口（４［

■ 【１１８１９

Ｐ

ｕ
》
５１

イシダイ

1０

|/山し
６１２ｕ８ｈ

３０

６，１８

２８

61コ１８

０７３.」ＵＬ､２７

イシが冬タイ

９

０５

1０

凡３

bｍｕＯｈ０１２1８６１２１８６１２１８

'７３.ｊＵＬｏ３１ ＡＵＧ､１

図４７飽食量の変ｲヒ

Ｑ

か

次年度は天然の生息環境に近い状況を地中において再現して，実験を継続する予定であ

る。

3）漁業の実態左らびに生活史に関する知見の収集

磯釣による釣獲実態調査

信ぴょう性の高い調査記録から，大島における延８４名の釣獲記録を整理すると表３O

のようになる。インダイ１９尾に対してイシガキダイか５６尾釣獲されているが，その尾

叉長組成は図４８に示すように，イシダイか尾叉長３０ｃｍ台以上のものであるのに対して，

イシガキダイは２０ｃｍ台のものから釣魎され，全般的組成のうえでもインダイが大型であ

－６９－



表３０遊漁者による釣獲記録る。

さきに述べた刺網による分

布調査の結果でも，イシガキ

ダイの小型魚を主体とした羅

網かあり，これに対してイシ

ダイの羅網が全くなかった事

実からみて小型の時代におけ

る分布様式か，両種相異なる

ことも考えられる。また，流

れ藻に付随するイシダイ，イ

ンガキダイ幼稚魚の比および

波浮港内に夏から秋にかけて

分布する両種幼魚の比は，と

もにインダイか圧倒的に多い

のに対して，釣獲調査の結果

ではイシガキダイの方か多い

という疑問が生じた。釣獲上

の差異か，分布上の相異かさ

らに次年度の調査により解明

跨崖密

１
－
Ｉ
Ｊ

Ｐ
●
Ｌ

■■■■■
■回■回■
■■■■

⑤

J１
巴

＜注：委嘱調査員か大島地区で調査した結果から信

ぴょう性の高いもののみを採用した。

、

ひ

ｃｒｎ

したい。

図４８遊漁者により釣獲された魚体の
4）若令期時代における生息環境

尾叉長組成

流れ藻に付随する幼稚魚の出

現状況

表３１に１９７３年５月以降１１月に至る間，流れ藻から採集された幼稚魚を調査日毎に

示した。また，調査区域は調査当日の風向，波浪の状況により左右され，大島周辺の特定

の区域に限定することは出来なかった。調査期間を通じて甲殻類３種を含めて２５種が出

現したか，流れ藻の多い５～６月には魚種も豊富であるが，７月以降流れ藻の減少ととも

に魚種数量ともに減少した。特に９月以降の採集物は木片，ビニール製品等の都市廃棄物

から採集する場合か多かった。

インダイ，イシガキダイの出現傾向は，数量のうえでイシダイが圧倒的に多く，出現時

◆

く
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期もインダイが５月から９月，イシガキダイが５月から７月と例年とほぼ同様であった。

Ⅳ
Ａ 「要約

マダイに関する調査

１若令期時代における生息環境

新島におけるマダイ幼魚の生息域は，通称アカミ場と呼ばれる場所である。この部分は水

深１～３ｍ，砂地の海底に低い根石が点在し，草丈５０ｃｍ前後のタンパノリ等の紅藻類を主

体とした海藻か繁茂し，調査を行った４，５月にはシラス，アミ，小魚等が婿集していた。､
この場所で操業している地曳網漁業（ヤリイカ，メヒカリイカ対象）には，６月２９日，７

月１６日にマダイ幼魚の入網かあり，この日の水温は２３．３℃，２２．０℃であつれ

なお，春先には親魚（３～４ｋｇ）も入網しており，幼魚と親魚の生息場かある部分では重

複している事も考えられる。

２発育段階別分布生態

１）成魚の生息環境調査

熊田式採泥器を用いて調査したところ，新島近海の底質は砂さたは砂質で，底生生物は

Ｍｏｌｌｕｓｃａか多く，水深３０ｍではＡｓｃｉｄｉａｃｅａか多かった。海流は黒潮系か主体で，

流速，流向は黒潮流軸の移動消長に左右されるか，年間を通じ北東ないしは東に向う流れ

が多い。

水温は表層で１４．６℃（２月上旬）～２５．８℃（９月上旬），水深５０ｍで１４．６℃（３

月）～２２．１℃（１０，１１月）である。

２）漁獲物調査 ■、

新島産は尾叉長２５～３５ｃｍが主体であったが，大島産はやや大型の傾向がみられた。

更に，各漁法別のマダイとの混獲状態を調べた。

３）移動調査

昨年はマダイ成魚の放流を行ったが，本年は新島ミクツ根，大島ウノ根，三宅島錆ケ浜

にチダイ１０，３９８尾を放流し，移動調査を継続中である。

４）年令と成長

輪紋形成時期について未解明ではあるが，鱗を用いて年令査定と成長について試算を行

い，成長式は次式を得た。

Ｌ`＝７４９３（l-e-qIo3l(`+…8)）

口●

守

心

Ｑ

－７２－



（Ｌｆ：年令ｚの尾叉長）

５）体重と尾叉長との関係

調査した各島産に分けて計算し，次の関係式を得た。

新島産〃＝４．２９０．Ｌ2.8o2x1O-2

（叉長７．７～５８．０ｃｍⅣ＝２４４）

大鳥産〃＝２８５７．Ｌ2.89ｏｘ１０－２

（叉長２１．８～６１．０ｃｍⅣ＝６５）

3．産卵親魚の分布生態

大鳥産の個体では，５月に叉長４８．０ｃｍ（８）でＧＩ：１６．９１の他はいずれも低い値であ

ったが，７月に７３ｃｍ（３）９．９５，８０ｃｍ（８）３５．４７と大型個体が比較的高い値を示

した。

新島産の個体では，５月に叉長５４．８ｃｍ（\）でＧＩ：４４．４，および昨年６月に５２．３

ｃｍ（８）で精液の流出した個体もあったが，他は低い値であった。これらの事から２～４

月の標本入手をまって産卵期を推定したいが，期間はかなりの巾かあるものと考えられる。

また，１０月に１ｋｇ前後で０１値の高い個体については，魚種を更に検討したい。

4．発育段階別食物環

季節別，漁法別，発育段階別に検討したか，発育段階別の食性の変化は次の通りである。

７０～１００ｍｍの個体では，魚卵，Copepodaが多く見られるが，２００ｍｍをこえると

Decapodaが多くなり，３５０ｍｍ位からＰｉｓｃｅｓの占める割合か高くなる。なお，２００～

３９９ｍｍではＧａｓｔｒｏｐｏｄａの占める割合か高くなり，同時に砂礫の割合も増加するようで

日

Ｐ

’

･

庁 ある。

Ｂイシダイ，イシガキダイに関する調査

Ｌ発育段階別の分布生態

１）１９７３年６月以降１２月まで，大島差木地前浜地先において毎月１回，二枚網によりイ

ンダイ，インガキダイの漁獲を試みたか，インガキダイ６尾の採捕にとどまり，２０ｃｍ台

の小型魚が５尾を占めた。

２）流れ藻から採集し池中養成したインダイ幼魚231尾，インガキダイ幼魚１５３尾につい

て，アンカータクによる標識を行って大島差木地前浜地先に，９月および１２月の２回に

分けて放流したか，９月放流のインダイ２尾か８０日後に放流地点から０５～１．８ｋｍの

－７３－



場所で再捕された。別途，１９７２年に波浮港北で標識放流を行ったインダイ親魚１尾が

３１日経過後，放流地点から約４ｋｍの地点で再捕された。

３）尾叉長１０ｃｍ内外の幼魚の分布に関して水槽実験を行った結果，両種ともに暗い場所に

よく集合し，その性質はインガキダイがインダイより強い傾向を示した。

４）天然水域における幼魚の分布を１９７３年８月以降１２月まで，大島波浮港内において目

視により調査した結果，ほとんど引続いて幼魚が認められ，分布量はインダイかインガキ

ダイより多かった。

2．発育段階別の食物環

インダイ，インガキダイ幼魚の摂餌量に関する予備的実験を行い，日間摂餌率はそれぞれ

０．１６０６，０．１８１９という結果を得た。

3．漁業の実態

１９７２年中に大島に出漁した遊漁者の釣獲記録を整理した結果，釣獲数はインガキダイか

イシダイを上回り，釣獲魚の体型はインダイの方が大型であった。

4．若令期時代における生息環境

流れ藻に付随する幼稚魚の出現状況を，１９７３年５月から１１月蚕で調査したが，出現期

間，傾向ともに例年とほぼ同様であった。

▲

０

､

△

０

へ
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別表栽培漁業漁場資源生態調査標識放流魚一覧表（１９７２年８月～１９７３年１２月）

標識(アンプ吟タグ）
魚種 放流年月日|放流地点 放流尾数 備考

色 番号範囲

マダイ成魚 '７２．８．２９ 新島ミクソ根

黄
赤

1６ ＴＫ４～４８

ＴＫ１６～6６

２ケづづ装着

し，

新島浅根９．１２〃

〃

″

チダイ幼魚

"

′′

″

″

″

′ノ

ノノ

イシダイ成魚

イシダイ幼魚

黄1６ ＴＫ１５１～1８４ "

"

"

'｣、型のため標識不能

ＴＫ６２～1５０
２７～３７

1 1０．２４ 黄2９

〃
’
〃￣

１２２２ 黄1５ TK301～３２９

'７３．８．８

〃

大島ウノネ

新島ミクツ根

2500

2500

大島ウノネ

ノノ

１０８

〃

１５７２

１０００

放流作業中のへい死

５５尾赤 無番号

新島ミクソ根

〃

′'

１０２０

〃

黄
黄
青

３５０

１０２５

１０２５

ＴＫ６５１～1000

無番号

無番号
}雰騨…

〃

三宅島錆ケ浜1０．２２ 赤500 放流作業中のへい死10尾

２ケづつ装着

ＴＫ２０１～700

'７２．８．２９ 大島ゼンダナ 赤5５ ＴＫ３～200

'７３．９．１３ 大島差木地前浜

〃

黄４１ ＴＫ６０２～６１８，

７０１～7２６'，

'７３．１２５ 赤１１０ ＴＫ７０９～７７５，

８５１～８７５，

９０１～９２５，

９７６～１０００

無番号

〃

･

伝

白5０〃 〃

インガキダイ幼魚 赤1５３〃

ＴＫ７０１～７０８，

７７６～８５０，

８７６～９００，

９２６～９７５

”

－７５－
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